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IASC第1回評議 会 まで
星 合 孝 男
国 際 北 極 科 学 委 員 会　(lnternational　Arctic　S ience
Committee　:　IASC)設立 の 準 備 が進 め ら れ て い る こ と
は,本 ニ ュー ス92号中 の,平 澤 威 男 教 授 に よる'`北極 観
測 と環 境 問 題"に 紹介 され て い る.1986年そ の 設立 が 目
論 まれ た 同 委 員 会 は,1990年8月28日,カ ナ ダ北極 圏 に
あ る レ ゾ リ ュー トで,北 極 圏8か 国 の 代表 が,設 立 定 款
(Founding　Artic]es　foran　Internationa]　Aretic　S ience
Committee)　に署 名す る こ とで 成 立 した.北 極 圏8か 国
と は,カ ナ ダ,デ ンマ ー ク/グ リ ー ン ラ ン ド,フ ィン ラ
ン ド,ア イ ス ラ ン ド,ノ ル ウ ェ ー,ス ウ ェー デ ン,ア メ
リカ 合 衆国,ソ 連 であ る,
設 立 定 款 に よ れ ば,　IASCは北 極 科 学研 究 の た め に,
国際 的 な協 議 と協 力 を奨 励 し促 進 す る非 政 府 科 学組 織 で
あ る.北 極 地 域 が 政 治 的,経 済 的,科 学 的 に 重 要 視 され
つつ あ り,特 に,汎 地 球 的 環境 変 化 にお ける 北 極 地域 の
重要 さを認 識 す る こ とが,　[ASC設立 の基 礎 とな って い
る.し たが って よ り一・層 の 国 際 協 力 と情 報 の 交 換 が 望 ま
し く,北 極 圏8か 国 の 特 別 な利 益 を認 識 す る と と もに,
北極 圏 の外 に在 りなが ら,北 極 地 域 で 重 要 な 科 学研 究 を
行 って い る国 々 との 協 力 が 必 要 だ と して い る.具 体 的 に
言 え ば.8か 国 以 外 で も研 究 活 動 実 績 をみ て.資 格 あ り
とな れ ばIASCへ の加 盟 を認 め よ う とい う もの で あ る.
IASCが設 立 さ れた 暁 に は,こ れ に 加 盟 す る こ とが,
我 が 国 の研 究 者 に よ る北 極 研 究 を円 滑 に推 進 す る結 果 を
生 む もの と考 え られ た.そ こで,　IASC加盟 へ の前 段 階
と して,国 内 の 北 極 研 究 者 間 の 情 報 の 交 換 と,各 研 究 活
動 に 対 す る相 互 理 解 を増 す ため,極 地 研 究 所 で 「北 極域
研究 に 関す る打 合 せ 会 」 を開 き,1989年「北 極 科学 研究
推 進 特 別 委 員 会 〔委 員 長:樋 口 敬 二 名大 教 授)」 に 発展
させ た.北 極 地 域 に お け る科 学 研 究 に は,自 然 科学 は も
ちうん人文 ・社会科学分野の研究が含まれるので,こ れ
ら分野の専門家の参加 も得た.こ こでは,大学 を中心 と
して,諸 学間分野間での情報 と意見の交換が行われてい
る,更 に広い範囲にわたる研究機関に属する北極研究者
の,情 報,意 見交換の場として,学 術会議南極研究連絡
委員会の中に,北 極研究小委員会が認められた.国際対
応の窓口は,当 面.南 研連ということになる.
IASCの組織を概観する.　IASCの根幹をなすのは.
加盟国の代表1名 が構成する評議会(Council)である.
[ASCの行 う協同研究立案に対する,政 策,指 針の作成,
および,政 策を具体化するための作業委員会(Working
Groups)の設立,廃 止などの実施面での重要事項の決
定に与るとともに,非 北極圏諸国の加盟を決するなど運
営上の重要事項をも扱 う.　IASCが広 く加盟国以外の国
の科学者,国 際的な科学組織と交流する場となる,北極
科学会議　(Arctic　Science　Conference)　を組織するの も,
また評議会である,他 の非政府的国際学術組織と著 しく
異なるのは,　[ASCは地域委員会　(Regional　Bo rd)　が
含まれている点である.地域委t'1会は北極圏8か 国の科
学組織の代表(1名)で 構成され,　1ASCの活動 を8か
国の利害関係 と一致させることを目的としている.地域
委員会は評議会に勧告を出すことが出来,評 議会は勧告
を考慮した決定をしなくてはならないことになっている.
[ASCの実務は事務局　(Secretariat)　で進め られる.事
務局は北極圏諸国のうちに置かれることになってお り,
現在,オ スロにあるノルウェー極地研究所にある.事務
局長,職 員の俸給を含む事務局経費は,ノルウェー政府
が負担することになっている.
[ASC評議会の第1回 会合は,1991年1月21-23日,
オスロで開催 された.北 極圏8か 国の代表,新 規加盟申
請国の代表,お よびオブザーバーが出席 した,加 盟申請
をしたのは,フ ランス,ド イツ,日本,オ ランダ,ポ ー
ランド,イギリスの6か 国であった.審 査の結果,す べ
ての国の参加が認められた.し か し,これらの国は,定
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期的に北極圏の研究実績 を示 し,認 められな ければ
IASCを脱退しなければならないことになっている.
レゾリュー トでの設ウ:会合に引き続き,今次会合で も,
IASCは何をなすべ きかという根本的な問題が議論され
た.最優先の課題として,汎 地球規模環境変動における
北極圏の意義に関する研究計画を,Vl案ずることとした.
作業委貴会を設け,委 員長にアラスカ大のG.ウ ェラー
博士 を指名した.同 博.irは計画ウZ案のためにワークショ
ップを開催したいとし,以下の研究課題案を提示 した.
1,北極海の海氷帯,そ のフィー ドバ ック過程,お よび,
大気,海 氷,海 洋,堆 積物間の相互作川
2.北極域における古環境記録(樹 木の年輪,花 粉,海
および海底堆積物,ア イスコア)
3.氷河 ・氷床のマスバランスと海水面変動を含む北極
域における水文学11リシステム
4.オゾンとUVBの影響および対流圏化学とダイナ ミ
ックスを含む成層圏の化学 と生物学的影響
5.北極圏泥炭域 と陸.ヒ,海洋 におけるco!,CI.14の
発生,貯 留を含む生物地球化学的循環および海洋 ・
大気間の交換
6.生態系の反応(陸 上,淡 水域,海 水域)お よび地球
規模環境変動の人間 ・社会への影響
7,大気,陸 上,氷.ヒ,海洋における変化の検出,解析,
予測
加盟国は作 業委員会へ参加する権利がある.いずれ委
員長から何らかの連絡があると考えている.各位が関心
を持 って下さることを期待している.
(筆者:国立極地研究所長)
極地研究所滞在記
デ ビ ッ ド ・ギ ャ リ ソ ン
(カリフ ォルニア人学サ ンタクルス校)
1990年10月1日から極地研究所外国人研究員 として7
か月の予定で極地研究所に滞在 している.滞在の主な「1
的は,「海氷域における低次生産過程とエネルギー移送」
のための共同研究で,ア イスアルジーを中心とした海氷
生態系研究である.私 達が南極ウェッデル海浮氷域で得
た結果 と,極地研究所生物部1"1が昭和基地周辺定着氷域
で得た結果 との比較検討,お よび2月 末からのサロマ湖
での海洋生物共同観測である.比 較研究等でこれまで得
た成果の.・部は,次 の2つ のシンポジウムで発表 した.
極地研究所で12月5・6日に開かれた第13回極域生物
シンポジウムでは,ウ ェッデル海の浮氷域で夏期海氷表
層で発達する微細藻類群集に関して基調講演を行った.
このシンポジウムは,　Il本の多くの研究者と会って話 し
合 う最初の機会となり,意:義深いものだった.ま た今年
の2月3-6nに 紋別市で行われた第6[ii]国際流氷シン
ポジウムには,渡辺助r・と共同で 「南極海氷【tiの微細生
物群集:浮 水域と定着氷域の生育環境による比較」の発
表 を行った.こ こでも日本や海外からの研究者と,海氷
域での研究の諸問題について意見交換ができた.
研究所内では研究、淡、;1桧で12Jl12日,「南極浮氷域で
の海氷生物研究」の話 をしたほか,生 物部門セ ミナーで
11J]21日に 「南極海氷縁辺域での生物調査」と題 し.米
国の南極浮氷域での生物研究の現状について話 した.ま
た生物部門の研究者や受託学生の研究に1閉し,随時相談
を受けたり論文のレビューをしており,英語の論文や手
紙の文法や用語のチェ ックから馴"1的な内容にいたるま
で多岐にわたっている.1月17日には来日した私の友人,
デビッド・コーダーが生物部門セ ミナーで最近利用が広
が りつつある新しい技術,フ ローサイトメ トリーの海洋
生物研究への応用例を示した.細胞ごとに大きさのみな
らず色素組成など短時間に大輪のデータが得られる新 し
い研究手法で,将 来の南極海洋生物研究の有力な研究千
段になる'11J'能性を示した.
極地研究所滞在期間中の私個ノ、の研究 とほえば,先 に
あげたもののほか.7年 間にわたって南極海浮氷域で実
施 してきた海氷生態系の調査,お よび原生動物プランク
トンのウェッデル海氷縁での分布調査結果をまとめて論
文発表することである.滞在期川中すでに数篇を完成 し,
投稿 した.い くつかの原稿については所内の関連研究者
とのデ ィスカ.ノションのため,コ ピーを配付 している.
また国際II勺な学術雑誌からの校閲依頼も3篇あった.2
月末には渡辺助手や共同研究員らとサロマ湖での海洋生
2一
極 地 研 二 」 一 ス101
物調査を予定 している.この野外調査の目的は,サ ロマ
湖海氷中の微細生物群集を同定 し,一部を培養すること
である.こ れにより南北両極域や他の海氷域での様々な
海氷生物群集の比較研究ができるものと期待 している.
極地研究所に対する感想 ・印象を,と いうことなので
以下に述べさせていただく.研究所の施設のいくつかは
大変すばらしく,と りわけゲス トハウスのおかげで,東
京での生活や仕事が便利でかつ経済的に可能 となった.
外国人研究者 も日本人研究者 もゲス トハウスをよく利用
するため,私 はここで多くの日本人研究者と会うことが
できた.図書室もまたすばらしく,所蔵 していない雑誌
の論文も比較的入手 しやすい.所 内の職員は例外なく私
の仕事や滞在が快適で楽 しいもの となるよう気を配って
くれ,御 親切には大変感謝している.
しかし,それでも極地研究所で仕事をする外国人研究
者が遭遇する問題がいくつかある.私が仕事 をするうえ
で最も欲求不満を感ずるのは,国 際的に広く使われてい
る型のパ ソコン設備が充実 していない事である.私 は
データ解析や論文作成のため自分のパソコンを持参 した
が,そ れでもなお,手紙や論文,図 をプリントするのに
は不便を感ずる.中央の計算機設備と同様,時 々パソコ
ンも追加購入されているのだろうが,所全体としての研
究 をさらに活性化するためにはこの措概を積極的に推 し
進 め て はい か がか と思 う.ま た私 は電 子 メー ル
(BITNETとかOMNETな ど)に接続利用するに際 し
て大変苦労 している.この電子メールシステムは,米 国
のほとんどの研究機関にとって必要不可欠なもので,極
地研究所にとっても通信連絡の効率を高め,か つ経費を
下げることは疑いない.
所内の研究者で私と密接な協力関係を持 っているのは
数名に過 ぎないが,現 在:重要な研究分野に参入 し,国際
的な共同研究を推進 し,国際II勺な学術雑誌に論文を発表
しようとする努力には感銘を受ける.私から見ると,日
本人同僚達の研究上の障害は,研究以外の活動に多 くの
時間を費やさざるを得ない現状である.それらの活動は,
進行中の研究の遂行,新 しい研究課題への準備,そ して
大学院学生とのやりとりと競合 し,そのための時間を奪
っている.活性の高い共同利用研究所 として,ま た南極
観測事業をサポー トする研究所 としての仕事とはいえ,
私の所属する海洋研究所の研究環境とは異なる点である.
北極海洋科学会議に出席して
小 野 延 雄
北 極 海 洋 科 学 会 議　(AOSB　:　Arctlc　O ean　SCience
Board)は,北極 海 お よ び そ の 周 辺 海 域 に お け る 海 洋 科
学 研 究 の 推 進 を 目的 と して,1984年に 設 立 され た 非 政 府
組 織 で あ る.現 在,英 国,米 国,ド イ ツ,オ ラ ン ダ,デ
ンマ ー ク,カ ナ ダ,フ ィ ンラ ン ド,ア イ ス ラ ン ド,ノ ル
ウ ェ ー,ス ウ ェ ー デ ン,日 本 の11か国 が 参 加 し,各 国 が
一 人ず つ の 委 員 を 出 して い る.日 本 の 委 員 は星 合 所 長 で
あ り,1989年の 第8回 会 議 か ら参 加 の 要 請 が あ り,1990
年 の英 国 ケ ン ブ リ ッジで の 第9回 会 議 か ら出 席 され た.
最 近 は,毎 年1回,各 国 が持 ち回 りで 会 議 を開 催 して い
る.
そ の 第10回会議 が,1991年1月8E]か ら10日に か けて,
デ ンマ ー ク王 国 の コペ ンハ ー ゲ ン市 に お い て 開催 さ れ た.
国 際 北 極 科学 委 員 会(IASC)の 評 議 会の 開 催 期 日が 追
って い た た め 星 合 所 長 は 出 席 で きず,代 わ りに私 が オ ブ
ザ ー バ ー と して 出 席 した.
冬 の コペ ンハ ー ゲ ンは,観 光 名 所 と して 有 名 な チ ボ リ
も休 園 中 で あ り,雪 は 見 ら れ な か っ た が,風 が 強 く.
コ ー トの 襟 を立 て て 歩 く寒 々 と した街 で あ った.会 場 は
税 関 に 隣接 す る倉 庫 地 域 の 中 にあ り,デ ンマ ー クが 世 界
の 貿 易 大 国 で あ っ た1748-50年頃 に,倉 庫 と して建 て ら
れ た建 造 物 を,中 を改 造 して 保 存 して い る もの で あ る.
外 見 は倉 庫 と しか 見 え な い建 物 の く ぐ り戸 を開 け て 中 に
入 る と,内 部 空 間 が 色 々 に仕 切 られ て 会議 室 が 並 ん で い
る とい う会 館 で あ った.
本 会 議 で は,　AoSBが 企 画 し推 進 して い る2つ の 研
究 計 画,グ リー ン ラ ン ド海 域 研 究 計 画　(GSP;Green・
land　Sea　Program)　と 国 際 北 極 海 域 ポ リニ や 研 究 計 画
(IAPP　:lnternatienal　Arctic　Polynya　Program)　はそ の
進 捗 状 況が 詳 し く紹 介 され,実 施 に あ た って の 活 発 な討
議 が 加 え ら れた.　GSPで は,1993年2Jl-5月 に か け
て,グ リー ンラ ン ド海 域 で の 大 規 模 な実 験 観 測 を企 画 し
て い る.ま た,　IAPPは,グ リー ン ラ ン ドとエ ル ズ メ ア
島 の 間 の ノー ス ウ ォー ター,グ リー ンラ ン ドの 北 東 部 沖
の ノー ス イー ス トウ ォ一 夕 ー,ベ ー リ ン グ海 セ ン トロ ー
レン ス島 南 側 の セ ン トロ ー レ ンスポ リニ ヤ の3つ の ポ リ
ニヤ(海 氷 域 内 の 大 開 水 面 また は 薄 氷域),そ れ ぞ れ,
カナ ダ,ド イ ツ,ア メ リカが 中心 に な っ て1992,93年頃
に観 測 を行 お う とす る もの で あ る.
ま た,各 国 が 行 っ てい る北 極 海 域 で の 実験 観 測 に つ い
て は,簡 単 な資 料 を提 出 して,そ の コ ピ ーが 配 られ た.
米 国 は,　NSFが 北 極 シ ス テ ム 科 学　(ARCSS　:　Arctic
System　Science)を企 画 し,そ の 柱 の 一 つ に 北 極 海 の 海
洋 ・大気 ・海 氷 相 互 作 用 を 取 り上 げ て 推 進 す る こ と を示
した.英 国 は,新 造 の海 洋 調 査 船 ジ ェ ー ム ズ ・ロ スが 就
航 し,北 極 海洋 研 究 に も稼 働 す る こ と を紹 介 した.
北 極 海 の 海洋 研 究 に は 国 際 協 力 が 重 要 であ る と の認 識
の も とで,各 国 の研 究船 運 行 計 画 が 示 さ れ て,観 測 へ の
協 力 の 呼 び掛 け が あ った.北 極 海 の 国 際 共 同観 測 に研 究
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船 を持 た な い我 が 国 と して は,研 究 者 レベ ル で の 参 加 と
な るが,観 測 計1由iの・":案時 点 か らの 参画 で あ れ ば,い ろ
い ろ な提 案 も"∫能 で あ り,実 現 へ の ∫i献も期 待 で きる .
さ ら に,新 た に 発 足 し た 国 際 北 極 科 学 委 員 ≦キ
qASC}　との 関 係 や,海 洋 科・学 委 員 会　〔SC()R).　IGBP,
WCRP,　欧 州 海 洋 極 地 科'7:灸日 会　(ECOPS}など,他
の 国 際 組 織 に よ る北 極 海研 究 が 紹 介 され,協 力 し合 っ て
北 極 海 洋 研 究 を推 進 して い く こ とを 確認 した.
111二界 気 象 機 関 〔WMO).'}C務111からの 出席 者 は,最 近
ます ます 煎 要 に な って きて い る 北 極 気候 問 題 のfiJf究を推
進 す る た め に.　illY界St候変 動 研 究 計 画　CWCRP}の 中
に.　TOGA,　WOCE,　GEWEXに 次 ぐ第4の 国 際 共 同
研 究 計 画 と し て,北 極 気 候 シ ステ ム研 究(ACSYS　:
Arctic　Climate　System　Study)を取 りLげ る予 定 で あ
る こ と を・報告 した.
最 終 日は,会 場 をデ ンマ ー ク極地 セ ン ター に 移 して 開
催 され,セ ン ターの 活動 に つ い て の 紹 介 もあ っ た.こ の
セ ン タ ー は1989年に創 設 され,研 究 者 を持 た ず,外 部 の
研 究 者 に よ る グ リー ン ラ ン ドや 極域 の 観測 の 申 請 を審 査
して 、 予 算 を配 分 して 支援 す る とい う運営 だ け を 行 って
い るセ ン ター で あ った .グ リー ンラ ン ドで 遭 難 が 起 こ る
と捜 索 隊 を 出 さな け れ ば な らず,年 々そ の 件 数 が増 え て
い る の が 頭 痛 の 種 だ と い う こ と で あ っ た.次 回 の
AoSB会 合 は,来 年4月 頃,カ ナ ダ の ニ ュ ー フ ァ ウ ン
ドラ ン ド州 セ ン トジ ョー ン ズで 開催 す る こ とを決 め,閉
会 とな っ た.
(筆者:国 、ン1極地研 究 砂1北極 圏環 境 研 究 セ ン ター-10
南極地域での地磁気無人観測網の役割
坂 翁 介
地 磁 気 地.ヒ多点 観 測 網 に よ る地 球 磁 気圏 観 測 は197〔}年
台 初 頭 に カ ナ ダ北 部 ア ル バ ー タ州 でRostokerによ り開
始 さ れ た.オ ー ロ ラ ジ ェ ッ トを南 北 に 横 切 る磁 気 経 度
300度の 経 度 線 に 沿 っ て9つ の 観 測 点 が 配 置 され た.こ
の 様 な 配 置 の し か た を,計 画 的 に 配 列 さ れ た 観 測 網
`coordinated　netw〔)rk)と呼 ぶ,計 画 的 に配 列 す る こ と
に よ り,地 磁 気 現 象 を時 間 ・雀 開 上 で 正 確 に分 離 観 測 出
来 る よ う にな り,傾 城 現 象 の 理 解 が 急 速 に 進 歩 した.そ
の 後 のIMS　 (International　Magnetospheric　St,ldy)期
間 中 の1977年に,ア ラ ス カー カナ ダrl1央Xllにまた が る18
の観 測 点 か らな る北 米 観 測 網,あ るい は ス カ ン ジナ ビア
半 島 で の,36の 観 測 点 か ら な る北 欧 観 測 網 が 完 成 した.
こ の 観 測 網 は 南 北 の み で な く東 西 に も広 が り2次 元 的 な
時 間 ・全 問 的 観 測 を百「能 に した.磁 気 圏 研 究 にお け る 地
磁 気 観測 網 の 重 要 性 は こ こ に きて 広 く認 識 され,そ の 後,
猟人曇見測用電源
極 地 研 に よ る ア イ ス ラ ン ドで の,あ るい は 東大 に よ る カ
ナ ダ 中 央 部 で の,ま た は 九 大 に よ る 赤 道 域 で のCoor.
dlnfttcd　Network　Studyと,J「き継 が れて い る,地 上 で の
Netwnrk　Studyはい ま やH本 の お 家 芸 と まで1}われ る
様 に な っ た.
人i二衛 星 を利 用す る こ とな く地.ヒの磁 場 観 測 か ら ど の
様 に して磁 気 圏 内 を調べ るの で あ ろ うか.そ れ は地 ヒか
ら宇1il空間 に 伸 び る磁 力線 を フ ァイ バ ー ス コ ー プ,あ る
あ
いは触覚として利用 し,磁気圏内を覗 き探るわけであ
る.地球は双極了・磁場 を形成するため,高緯度から出る
磁力線は地球磁気圏内のより遠い所 まで到達する.高綺.
度地域に観測網が集中するのは,地 球磁気圏の深い部分
を探 る必要があるからである.地球磁気圏はこの様な方
法でもっぱら北半球側から調べ られてきた.南北両半球
.,b－
より同時に覗いた場合,は た してどう見えるのだろう
か,同 じに見えれば南北共役性が成立したと考え,異 な
　
じ わ
れ ば そ れ が 壊 れ た と 考 え る.共 役 性 の 観 測 は 地 球 磁 気
圏 の 理 解 に 欠か せ ない 資 料 を提 供 す る.
南1卜球 に は 大陸 が少 ない 、 共 役 観 測 の 可 能 な場 所 を南
'卜球 で探 す と
,南 極 大陸 内 に位 置 す る.こ こに 北 米 観 測
網 に 匹 敵す る観 測 網 を建 設 す る の は,天 候 に 伴 う建 設 条
件,あ るい は膨 大 な維 持 管 理 費 用 を考 慮 し,不 日∫能 で あ
る と い われ て きた,し か し近年,無 人観 測 点 を配 置:する
こ と に よ りCoordinated　N tw()rkの建1没を試 み る 努 力
が この 自然 の 厳 しい地 域 で もな され 始 め た.科 学 技 術 の
発 達 と 共に 無 人観 測 の 成 否 を決 め る 安定 な 電 源 の 開 発 が
U∫能 に な って き た か らで あ る,
南 極 での 無 人観 測用 の 電 源 と して 考 え られ る もの に,
以 下 の 候補 が あ る.
山 熱 電 発電 機.熱 源 に ラ ジ オ ア イ ソ トープ を用 いた 場 合
原 イ・力 電 池(RTG)　 と呼 ば れ,　LPGや 灯 油 等 の 化 イi燃
料 を用 い た場 合LTGと1呼 ば れ る.{21太陽 電 池C31)風力
発 電(4:.ディー ゼ ル,ガ ソ リ ンエ ン ジ ン 発 電 〔5)ガス
ター ビ ンエ ン ジ ン発電
RTGは 惑 星探 査衛 星 に搭 載 さ才して いて 実 績 は あ るが,
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放射性物質の取 り扱いの困難さから地球上での無人用電
源としては不適当と考えられる.必 要とする電力の違い
により,発電方法が選択される.大 電力が必要であれば
{41.〔5)の内燃機関発電方法が採用されよう.小電力であ
れば〔2),〔3}が実用化 されている.我 々の口的とする地磁
気無人観測用としては中電力(100ワット程度)の 発電
機が必要である,無人観測点が風の弱い地域に設置され
る可能性 もあるため〔3〕を除外 し.それぞれについて価格,
重量の比較をおこなった.価 格はLTG,　タービン,デ
ィーゼル,太 陽電池,の 順にllMIIIiになり,重量はLTG.
ディーゼル,タ ービン.太陽電池(二 次電池を含む)の
順に増える.沢 山の無人観測点を広範囲に設慨するため,
安 くて軽いLTGが最適であろうと考えられている.
29次,31次Fl本南極観測隊は航空燃料(JETA-1)
の燃焼を熱源とするLTGを 利用した地磁気無人観測シ
ステムを試作 し,昭和基地,ス カルブスネス,み ずほ
ルー ト上(H-100,180)でそれらをテストした.(スカ
ルブスネス}一(昭 和基地)一(H-100)での小規模観
測網での観測に成功 し,沿岸地域での実用化に見通しが
開けたが,本 番である内陸での運用にはまだ道の りがあ
ることも分かった.科学の進歩から考え.内陸地域での
無人観測の実用化の道は避けて通れない,南 極の自然の
変化は予測出来ない し,変化の幅も大きい.そ の様な厳
しい条件のもとで生Tf/'i]∫能な無人システムの設計は,あ
るいは人工衛星の設計より困難であろうとも思える.地
上観測は[ひ とユがついているから安上がりという時代
は過ぎ去ろうとしている.根 気のいる技術開発が新しい
科学の成果を生み出す.そ の様な時代に我々は居合わせ
ている様な気が してならない.
(筆者:九 州大学理学部助教授,国 立極地研究所客員助
教授)
第14回極域における電離圏 ・磁気圏
シンポジウム
上記 シンポジウムは1月22日(火),23日(水)の2
日間,国立極地研究所6階 講堂において開催された.口
頭発表42件,ポスター発表27件の講演発表があり,海外
からの2名 を含め,参 加者は90名であった.
本年度は超高層物理の分野では,昨 年8月,9月 に米
国地球物理学会と共催の西太平洋地区地球物理学研究集
会やチャップマンコンファランス等の国際研究集会があ
り,11月,12月には地球電磁気 ・地球惑星圏学会,名大
STE研シンポジウムが開催される等,学 会やシンポジ
ウムが連続 したため,極 地研シンポジウムへの講演申し
込み数が減少するのではないかと危惧 していたが,実 際.
ふたを開けてみると昨年度を上回る件数の申し込みが得
られ,喜 ばしいことであった.
今回は米国より,オーロラ粒子の研究を観測 ・理論の
両面から行 っているC,　S,　Lin博士(サ ウスウェス ト研
究所),太陽地球環境予報,世 界データセ ンター業務を
中心rl勺に担 っているJ.　H.　Alien博士(NOAA)　をお招
きし.それぞれの専門であるオーロラ現象,太 陽活動効
果 ・磁気嵐のセッションを中心に,電 離圏磁気圏プラズ
マ構造,磁 気圏 ・電離圏結合,極 冠 ・カスプ域現象,磁
気圏波動現象,中性大気,将 来計画の8つ のセ ッション
を設けた.招 牌研究者の講演前後のセ ッションは,外 国
人参加者の理解を助けるため.可 能な限り英語による発
表 を行うよう,講演者に協力を依頼 した.折 悪 しく,シ
ンポジウム直前にペルシャ湾岸戦争が勃発 したため,米
国公務員に外国出張制限令が出され,　J.　H,　Ahen博士
は来Hで きな くなり,残念なことであった.1司博士の参
加 を欠いた太陽活動効果 ・磁気嵐のセ ッションは英語発
表 とする根拠を失ったが,他 に2名 の外国人参加者がい
ることや,英 語発表の準備をされた方もおいでのため,
既定方針通りとした.
2日間のシンポジウム期間に対し,講演申し込み数が
69件という多数に達したため,十 分な発表時間を確保す
るためポスターセ ッションを設けることとし,27件の発
表 を両日にわたり,午前11時から12時まで行った.今 年
度の極域生物シンポジウムでは新しいポスター発表形式
を試み,好 評であったと聞き,超高層シンポジウムでも
この形式 をとり入れることにした.そ れは,3グ ループ
に分かれ,講 演者が自らのポスターの前で10分川の発表
を行い,聴 衆は座長に引率され,こ れを順次巡回すると
いうものである.発表者にとっては,多 人数を相手に一・
回の説明で済むとか,他 のポスター発表が見られる等の
利点があるが,… 方,発 表者と聴衆との一対一の自由な
対話の時間が十分とれなかったという不都合 もあり,今
後更なる工夫が必要と思われる,
今回の発表では 「あけぼの」衛星関係の発表が9件 あ
った.現 在.南 極昭和基地で受信された 「あけぼの]衛
星データは三1・哺 科学研究所にデータベース化 されつつあ
り,また極地研に衛堆データ解析システムが2年 計画で
構築される等,デ ータ解析の環境が整備 されつつある.
南極昭和基地での地上観測 を十分に活か した 「あけぼ
の」衛星データの研究が今後飛躍的に進むことを期待 し
たい.ま たSTEP計画が開始 されたことに伴い,新 し
い観測方法による観測結果の報告があった.オ ーロラの
各部分での発光スペク トルの差異を高時間分解能で明ら
かにするオーロライメージング分光器,電 波を用い昼夜
の別なくオーロラの形態を明らかにするイメージングリ
オメータ,オーロラ現象に伴 う熱圏中性大気の運動を二
次元的に測定するファプリーペロー ドップラーイメージ
5
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ング観測器,南極大陸を周回する成層圏風にのって極周
回気球観測を行うポーラーパ トロール気球実験等である.
また1989年の太陽活動極大期のデータが出揃ってきたこ
とにより,大磁気嵐時の中緯度オーロラ現象や,太 陽活
動周期に伴 う電離層やオーロラ活動の応答に関す る発表
があった.将 来計画として,初 めて南極電波望遠鏡計画
が登場 し,電波天文観測のみならず,ミ リ波,サ ブ ミリ
波を用いたオゾン層大気微.11減分観測に,南 極の透明度
が高く乾いた人気環境が好適であることが指摘された.
PPB南極大陸一周に成功
(32次隊PPB夏期実験報告)
32次隊 の 夏 期 オベ ー レー シ ョン の1つ のH玉 は.　lii空
系 の プ ロ ジ ェ ク トのPPB実 験 で した.　PPBに つ い て は
既 に ご イf:知の 方 も 多 い と思 い ます がT　Polar　Patrol　Bal・
]oonの略 で,n本 語 で は 極 域 周 回 気 球 と訳 され ます,
南 極域.ヒ空 の 風 系 は2月 か ら11月の間 は 強 い西 風,12月
か ら1月 の 間 は弱 い 東 風,と 移 り変 わ ります.こ れ らの
安 定 した 東 西 風 に 大 気 球 を乗 せ て 南極 大 陸 の周 り を一 周
〈32次隊PPBの航跡〉
〈PPB　l　.7J－機 〉
1/24
1/14
1/1
1/16
1/17
1/18
1/25
1/13
1/23
lf22
1/21
1/19
1/12
1/26
1/llI/10
12/29
130
12/31
1/1
12/28
1/27
1/9
12/25
12/26昭和 基
12/27
■南極点
1/3
lf8
1/2
1/7
1/4
]/28
1/6
1/5
1/29
1/301/31
2/1
〈PPB2.}」・機〉
2/3
2/4
2/2
1/10
1/11
1/19
1/15
2/1
1/31
1/9
1/21
1/23
1/25
1/27
1/29
1/81/7
1/61/5
..偉.[棟."tt
昭和基地
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させ,長 時間様々な観測を行おうとするのがPPB計画
で,1984年からの5カ 年計画で開発が進められ,28次隊
で2機.30次隊で1機 の周回テス トが行われ ました.い
ずれも完全に一周することは出来ませんでしたが,30次
隊の実験では8分 の7周 し,33日間という長|時間データ
を取得することが出来ました.こ れらの結果 を踏 まえて,
32次隊か らは3年 計画でいよいよPPBという乗 り物 を
用いた本格的な観測がスター トしたわけです,
夏期間の実験で気球を完全に一周させるためには,周
回途中で上で述べたような風向きの逆転が起こらないこ
とが必要条件になります.一 周には約20日かかりますの
で,遅 くて も1月10日までには放球 しないと完全周回は
望めません.32次隊では夏期間に2機放球する計画で し
たから,準備 も含めるとどうして も12月の出来るだけ早
い時期に昭和基地に入る必要があ りました.幸 運にも氷
の状態や天候に恵 まれ,12月18日は実験班を基地に送る
ことが出来,31次隊の協力のもとで24Uには放球準備が
完了し,25FIの現地時間11時25分に1号機を無事放球す
ることが出来ました.そ の後気球は高 さ28km以上を保
ちながら南西方向に進み,あすか観測拠点の上空付近を
通過 し,南極半島の根元を抜けてロス海浦に出,そ こか
らは安定 した東風に乗って順調に西進 し,1月8日 には
再び昭和基地から受信できる範囲内に戻ってきました.
初めて完全周回に成功 したわけです.そ の後も昭和基地
沖 を通過 し,南極半島の先端をかすめて順調に西進 して
いましたが1月19Rには向 きを変え東|t']きに逆戻 りし2
月1日 には落下.着 水しました.
2号機については,1月3日 に必要物資の空輸を行い,
4日準備完 「,5日の21時55分(現地時間)放 球とこれ
も非常に順調に進みました.放球後も西回 りに安定 した
飛翔を続けていましたが1月11日にバラスト(高度調節
のための重 り)が尽き,そ れ以後高度が落ち,完全周回
を果たせないまま2月4日 に落下 しました.
今回の実験では総重量374kg(1号機).471kg(2号
機)と いう屯垂物を飛揚するために,い ままで昭和基地
では経験 したことがない ような大型の気球(1号 機:
B25,2号機:B32)を用い,また搭載機器については,
マルチIDのアルゴスシステムや機上でのCPU処 理,
データーレコーダの搭載など新 しい試みがなされ,初 め
て科学観測機器(1号 機:プ ロトン磁力計,2号 機:プ
ロ トン磁力計,電場観測器,オ ーロラX線観測器)も 搭
載されました.初 めて完全周回を果たしたことも含め,
この夏期のオペーレーションは色々な意味でエポ ックメ
イキングだった,と 言えるのではないで しょうか.
なおオゾン及びエアロゾルの観測器を搭載 した3号 機
はオゾンホール生成の時期を狙って,32次隊越冬中に放
球される予定です.
昭和基地
観測隊だより
1月に入っても夏らしい晴天Rが ほとんどなく,夏期
作業にとっては恵 まれない天候となった.特 に16日～19
日にかけてブリザー ドを伴 った,瞬 間最大風速50.2m/
秒 という強風が吹 き荒れ,短 波通信用予備アンテナが倒
壊するなどの被害が出た.こ のように荒れ模様の天候が
多かったものの,輸 送作業,基 地引継作業,32次隊支援
作業を中心に越冬最後の月も計画を予定通 り消化するこ
とができた.観測関係は気水圏系のコンピュータに トラ
ブルが有るものの定常,研 究観測ともに予定通 りデータ
を取得した.ラ ングホプデ袋浦のペンギン営巣地を中心
に野外観測を行っている調査隊も31次あすか越冬隊員の
支援 を受けて計画通 りの観測を行うことができた.
設営関係 も通信部門で送信機の・・部に故障が発生 した
が他部門は順調に経過 した.越 冬交代を目前にして全員
作業等に追われる毎 日であったが,2月1日 には予定通
り,基地運営の全てを32次隊に引き継 ぐことができそう
である.
あすか観測拠点
1月前半は穏やかな天候に恵 まれ,越 冬物資の整理や
オーロラ観測小屋の建設及び風力発電機 タワーの設置な
ど屋外作業が順調に進んだ.月 の後半は宙空系のアンテ
ナ設置やオーロラ観測小屋 と仮設作業棟 を結ぶ雪洞を掘
る作業を行ったものの,作 業直後に到来 したA級 ブリ
ザー ドにより,一部が雪に埋没 してしまった.月 末には
天候 も回復 し残 された作業 を片付けるために忙しいH々
となった.越 冬交代後間もないため,ま だ基地運営 に不
馴れで,と まどうことも多い月であったが,特 に トラブ
ルも無 く,全員元気で作業を行った.ま た,七 一ルロン
ダーネ山地調査隊は当初の計画に沿って仕事が進められ,
スノーモービルの故障以外は大 きな トラブルは無く順調
に調査を行っている.こ の32次隊の調査オペ レーション
が行われているために.まだ越冬8名 という孤立感は無
いが,調 査隊の引き上げ 日が近づ くにつれて,こ れから
.・年間全員で基地運営を支えて行かねばならないという
自覚が芽ばえ始めている.
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【極地豆事典】
南極の 気象 レーダー観測
大気 中 の 現 象 や,氷 床 の 内.部1.AVI..造を 調べ る た め の 電
波 利.用 ‖.見測1.よ広 く{」..われ て い る.昭 和 九地 の 観
測 で も イ ス レ ー ダ ー観 測J.オ 一ー口 ラ レー ダ 一ー観}則等;
が す で に 実 施.されて し・る..か し日.本な どで は か な リ
ボ.ヒ...フ1tあ る 気 象 用 の レ ・.ダー (よ る 観 測 は1.}.1
極 で は.また.あま り行 わ れ て い な い.
1977年2月に バ ー マ ーJF[;J也t'気象 用 レー ダーー カミ1没直
され た の が 南 極 で.始め て で あ ろ う.び)レ ー ダー は 波
長3cmの 水 水ドに[Ill転ず る レー タ.1一で|00km程度 まt:
観 測 す る.レ が でA「.トェ極1'.11、'.}!`El.]辺の 擾 乱の 吾. .良1.1:.
島 の|日の 影 ㍗..ミ'.;を観 測.」.る と を|日.]tJと1ま た
レ ー ダ ー の 降'「..二 よ る1え射.強度 と 降 雪:il.の閉IFI～を
調 べ る.Fも 行 わ れ た.そ のrii・]E)80f[/から1981年 の 夏
に 改 」主力毛.行:わiL丈二.ピ.バ(象j:.1・.艮σ)たノ)σ).i.亜.)liとな っ
た.の レ ー ダ ー 以 外 に 南 極..べ 多こレ ー ダ ・.に よ る 観
.:則がfl..われ た とい う 報.告は 見'「1たら な い
1川和J、1;」也 に,南 楓 気IIたfリ1..究〔八CR}Ll.1.1[1「「の な か.
[:・/(t'=.tl'び)ti:.見{則a)たダ)1')fTd)エミ!衆IUレー 一夕..一をll'MFG':　「
多 分1杓.恢で2番 目 の 夕(象 レ ー タ..・・Cあ ろ う1988年 「
ill/11'i:レー タ.'『.が1989`1..・に 寸('1'..レー ダ ー か.1;.貨iri.ご・れ
1989t1..・σ)末.まで 観 測 が 続 け ら れ た2台 と も 波 長 は3
Cm...、.ちO.if+/.LI'〔レ ・ー夕..一.[よ1:〔.}lk:|..j.のデ..夕 を1,0111
間 隔 で.収録 し 十..空を 通 過 す る 降 「「.「1.:の変 化 を 紺1か くrrlll
捌 す る もの で あ る 水 水ドレ ー ダ ー は ア ン テ ナ を 回 転 さ
・L}'町{和基 」Ulll'1.1辺lookm秤.度σ)降'「.'1::の状 態 を 観 測 『』.る
も の で あ る.
3　t'lil波1.ミV)レ・.ダー.で.は.1川li`:「.から の し(射}皮liie'見測
さiしる カi,.:び)[IIび)水i「11;」..'∠ll.木..・:1カ、ジ)V)PL身・1 ;[E:、ま{Nく[1
と ん.ど.観測 で き な い.「.ij.極で ほ と ん ど.1,11jが観 測 さ れ な
い の で レ ー タ..一で.見 て い る もの は ほ と ん と..Jl(の粒1.
あ る,.の.yは1.li極 で び)気 象 レ 一一ダ ・・観 測e.)特徴.t1
あ る,別 な 観 測 器,マ イ ク ロ 波 放 射.、1.1.から 水 の;il.を
測 定 す る と が 『.(.きま た 高ll`.1'1ゾン・'T.1t.観測 か ら 水 蒸 気
び)量が 測 定L"5る .大 気 中 の 水.k,水 蒸 気 を 別 々1
測 るyが て1Sる.八 家 レ ー ダ ー 観 測 は,の よ っ に
他 の 機 器 と の 観 測.ヒ 合 わ.1t.1.:降'.1.『の 状 能 を 、11↓く11.IEi
ぺ1励 気 候(.及 ほ..す1}1.1響|.}」.極の111:の特 徴 な ど を,llI
べ る..レ が で きる .
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